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緒 言

当局管内カラマツ立木材積表については．長野営林局鯛製（昭和８１年７月）のカラマツ立木

材桜表と適合検定をした上で．当局カラマツ材蔵表調製の要否を決定する予定となっていたが．

昭和２６年．２７年（７月まで）に亘って収集した資料１０２０本を資料として．長野営林局醗

製のものと簡易な図上検討方法を行って見たところ．大差はないが・当局カラマツの材秋かや辿

低目と鰯められえ。一方･カラマツの将来性を考えるとき，ヒノキに次ぐ重要なものであるので．

当局独自のものを調製すること）した。

収集した資料は．その大部分が人工林カラマツで．鯛査予定地として経営計画伐採指定内個所

がなく．全資料を指定外区域において伐倒し．調査測定したものである。次に材穣表鯛製要綱に

は針葉樹の胸高直径は６厘以上となっているが．今日木材需要は急速に伸長し‘木材の集約的利

用は年と高雀りつつあるので．胸高直径４…以上のものを鯛査測定した。ま.た胸高直径５０“以

上のものについては賢料がとぼしく‘４２cm以上として一括することとした。

材秋表の調製において使用した計算式は．山本和蔵博士のＶ－１０ａＤｂｎＨｂ８式に上ることＬ

した。計算の結果１５本を棄却したので．材穣表調製の基礎とした賢料は１００５本となった。

この資料にもとづき．１０cm直径階による各種の検定を行ったところ．いずれの直径級も一括す

る事ができず．次表の様な５材穣式を使用することなった。各直径級の材積式によって計算され

た数値で．胸高直径３０．３２虚､４０．４２唾の材穣において．この間の連続に不均衡が生じ

たため。胸高直径２８．３０．８２．３４麺、および．８８．４０．４２．４４“の材稻は、５

点平均法により修正した。

但し． ｖ－幹材積
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カラマツ立木材積表鯛製醜明露 １

Ｉ地域の概要

1位題および面積蓄穣

当局管内は．愛知．岐阜．富山の８隈に亙り、我が国東西の腫蟹中央に位歴し、北に日本海、

南に太平洋がある。国有林面菰は、約２７ユ千lﾕａで．岐阜県がその殆どを占め、富山．愛知が

これにつぐ．又総蓄積は約Ｂｑ７５ｑＯＯＯ㎡でうち針薬樹約１回915,000㎡（５１８弼)広葉樹約

エムＢ８５ｂＯＯＯ㎡（４８２釦となっている。これを林種別に見ると、天然林約２ｑ５４８０００㎡

（Ｂａ８あ）人エ林約４２０２０００㎡（ｌａ７缶）となっている。カラマツの蓄穣は約B85bOOOmpで

ある。

２山系

管内は南北に細長く、東側に飛騨山脈および木曾山脈の一部である恵那山．並びに段戸山嶺が

連なり．西側に白山山脈、伊吹山脈が横たわっている。双方とも海抜ａｏｏｏ■前後の高徽であり、

地形は急峻である。これら東西山系の間に飛騨高原があり．南北の分水嶺をたしている。国有林

はこれら賭山系の大部分を占めている。

ａ水系

水系は飛騨高原に坐り』太平洋に注ぐものと、日本海に注ぐものとに分けられ、庄川、神通川、

常顧寺川，黒部川等は、日本海に．飛騨川．長良川，揖斐川．庄内川、矢作川．豊川等は太平洋

に注いでいる。

４地質

飛騨山脈の北部より神岡町附近にかけては広く花崗岩が分布し焼岳エｂ御岳に至る一帯は．

古生層の上に各種安山岩が噴出している。白山一帯は山腹に石英粗面岩が現われ、山足には花崗

岩が現われる。この両山脈に介在する飛騨高原一帯は。変成岩および石英斑岩で占められ、木曾

川以南より愛知県におよぶ一帯は、花崗岩地帯でとくに庄内川流域から矢作川流域にかけては．

第三紀層で禿潴地や崩壊地が多い。又三河湾から段戸山にかけては．領家変成岩がくさび状に

分布している。

ａ気象

年平均気温は．’Ｚ｡～’５℃であるが．飛騨地方の山岳地帯では１０℃以下のところが多い。降

水趾は年間2,000～ａｏｏｏｍである。また降璽は冬期､飛騨､富山地方に多く、山.間部では数印．

に達することがある。風は晩秋から早春にかけ、北西の季節風が強く，飛騨．富山地方では曇天

が続き、美濃，愛知地方では晴天が多く乾燥する。

ａ林祝．

管内国有林の大部分は、温帯林に属するが、海抜１６００～ＬＢＯ０，，，以上の高山嶺には．トウヒ．

シラベ．アオモリトドマツ．コメツガ等からなる寒帯林が分布し、愛知県から岐阜県に連なる

低山地帯には、カン、シイ等の暖帯性樹種が見られる。温帯林について、地域別に見ると．富山
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県から飛騨北部にかけては，ブナを主とする広葉樹林が多く，乗鞍．御岳の山麓から裏木曾地方

にかけては､ヒノキを主とする針葉樹林．又は混交林が多く、とくにヒノキは古来木曾ヒノキと

して名高い。また恵那山および段戸山の両団地は、モミ．ツガを主とする混交林が多い。林齢は

いずれも］00～８００年生の老齢林が大部分を占め，ｈａ当り蓄叙も５００減を越える優良な林相

を塁ずる箇所も少を〈ない。

人工林は富山隈より飛騨北部にかけてはスギ・飛騨南部以南ではヒノキが多い。注允カラマツ

は飛騨地方全般におよんでいる。飛騨北部の人工林の成頗は良好とは言えたいが．南部には．小

黒川のヒノキ、上宗のスギ，ヒノキ．段戸のスギ‘ヒノキ等優良かつ大面蔵の造林地が多い。

林齢は一部に１日藩時代の造林地もあるが．大部分が明治２８年以降の造林で比較的若い人工林で

ある。

Ⅱ地域の決定

管内カラマツ分布は殆どを飛騨地方で占め‘天然生カラマツも一部に点在し、その立地条件，

成林状態を見るに腫蟹類似の状憩にある。南部地区の蓄祇を見ると、その割合は296にも満たな

い状態ではあるが．南部．北部を通じ．成林状態および単木的に見てもいちじるしい相異は見ら

れず．したがって管内全般:'て応じた資料数を決定したがら‘広く管内地域に所在する国有林カラマ

ツを対象にするととムした。

Ⅲ姿科

Ｌ資料の収集

質料の収集に当っては．管内頚業区別の蓄秋歩合を鯛ぺ゜これに応じた資料数．および径級別

数通を査定し，なるべく分布地全般に亙って収集する様つとめたが．収集困難な処はあらかじめ

除外することとし．査定した覇業区別径級別本数は．計画的にほ蟹査定値に近ずける様．特に高

径級においては単木的に収集補充したが．５０画以上については．当該直径を有する林分が少な

く収集した資料は僅か８本である。これらすべての資料収集地は､いずれも指定外林分で伐倒鯛

査したものである。

２資料の鯛査方法

疑料の鯛査は原則として鋼製要綱にもとづき実施したか．特に胸高直径については４ｍ以上の

ものを鯛査した。

３収集資料

収集した焚科は次の通りである。

賢料収集位置図･…･………………………･………第７図

営林署別林小遜別直径階別本数表…･………･…･第４表

直径階別樹高階別本数表………………..………･第５表

地況林況一覧表……………………………………第６表
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営林署別林小遜別直径階別本数表第４表

署名
経営

計画区
林小遜 本数

直径階（“）

４～１０ １２～２０ ２２～ろ０ ５２～４０ ４２～

新城 愛知 ７７は

７４ほ

８０い

〃ほ

５
２
１
５

２
１
７

１２

１５

１７

５５

６

２５

５

小叶 １１１ ２５ ５２ ５４

中津川 裏木曾 ７０い

７５を

７６へ

８４い

，１い

７
１
８
７
２

２
１

２
２

１
１
８
５
７

１

１８

２１

１５

７
ろ
２

１

小計 ９５ ５０ ５２ １２ １

付知 〃 ろい

２７い

５７

１２

１

１２

１６ ２０

小計 ４９ １５ １６ ２０

下呂 〃 １５１ろ

1６５ろ

1８４い

５０

５０

５０

１
７

２５

１７

２５

４

１１ ２

小針 ’0 ８ ６５ １５ ２

小坂 〃 2５ろ

５１い

５５い

５９い

4６ろ

1５４ろ

１
３
５
８
６
６

２
２
１
１
２

２

５
１
１
４

４
０
８

５

１
２

２
１
４
８
１
８

１
１

１
５
１

小計 １０９ ２ １１ ４５ ４４ ７

久と野 飛騨 ろ，い

４６い

１２９に

２０６ろ

〃は

２３５は

１
７
５
５
３
１

２
２
４
１
２
５

１９

，

１５

２

１５

１

５
５

７

５２

１０

６

１０

５

２５

小計 １６０ ４１ １８ １５ ４８ ４０



カラマツ立木材積表鋼製脱明轡

営林署別林'１，鉦別直径階別本数表（銃）

－１０ １２－２， ２２－５０ ヨ２－４０

署名
経営

計画区
林小遜 本数

直径階（函）

4～１０ １２～２０ ２２～５０ ５２～４０ ４２～

高山 飛騨 1５い

1６い

1７に

４２

２９

７ ２

１
５
５

１２

１４

２９

１２

小針 ７Ｂ ２ ， ２６ ４１

荘川 〃 4１ろ

５４’八

２２

４８

６ １５

８

ろ

２２ １８

小針 ７０ ６ ２１ ２５ １８

古川 〃 ４，

５ろ

1５る

５１は

〃ほ

5７ろ

６
０
４
８
２
０

２
１
４
１
１
５

２
５
９
８

１

６
０
５
５
２

２
１

５
１
０

０

２
１

１

７
８
２

１

小計 １４０ ５４ ４４ ４４ １７ １

神岡 〃 6０ろ

6５に

，１よ

,７に

８
０
０
０

１
２
５
５

２０

５０

１
４

２

２２

１２

２１

５
５

小肘 １１Ｂ ５０ ５ ２４ ５５ ６

合計 1００２０ ２１１ ２．９５ ２５８ ２０４ ５４



材積表鋼製業務資料第４６号６

直径階別樹高階別本数表第５表

４ ６ ８ 1０ 1２ １４ 1６ 1８ 2０ 2２ ２４ ２６ ２８ 3０

２
５
４
５

５
４

２

１７ ８

６
７
８
９
０
１

１

４
７
５
２
１

１
１

６
０
７
５
５

１
１

１

４
４
５
４
７
１
１

１
４
５
５
２

５
１
１

１
１
３

１
１

１
２
５
４
５

５
１
、
１

５
１
１
４

１
１
１

１
８
９
２

１ ４
５
６
２
４

１
１
１

４
５
６
，
９
５

１
１

２
５
０
４
５

１
１
１

７

９

1０

１
５
５
１
１

１
．
５

１
２

６
７
８
９
０

２

１
１

８

４
２
２

１

５
４
４
２
１

１ １
１
５
５
５

１
１

１
５
７
２
６

１
１

４
４
５
５
６

４
５
２
８
５

５
４
５
０
１

１
２
３
４
５

１
２
１
１

２
２
１
１

１
５
１

２
３
４
５

４
６
３
５

１
４
５
５
５

１ ６
７
４
３
２

６
７
８
９
０

５

１ ４

１
１

５
２
１

１

計 1０ ５８ ６２ ８１ ５７ ５８ ６０ ６２ ５６ ５８ ５６ ４７ ４６ ５１



カラマツ立木材積表鯛製脱明曾 ７

直径階別樹高階別本数表（続）

５２ ５４ ５６ ５８ ４０ ４２ ４４ ４６ 4８ ５０ ５２ ５４ ５６ ５８ 計

７

２９

６
５
６
７
８

５
５
２
５
３
７
２
５
７
０

５
５
７
５
ｂ

２
５
５
４

１
５

１

１
４

２ １

１

１

６
４
２
１
５

５
４
５
５
４

２
７
４
８
５

７
８
２
５
６

１

４
５
１
７
２

１

４
５
６
５
４

２
６
６
５
１

２
２
４
５
１

１
２
５
１
４

１
４
５
５
１

１
１

１

０
８
１
０
４

５
５
７
５
５

５
４
２
１

２
４
２
２

１
１
２
２
１

ろ
う
１
５
１

４
４

１
２

２
１

１

１
１

１

１
１

５
０
０
０
７

２
２
１
１

４８ ５５ ５９ ５５ 1５ １７ 1５ 1Ｂ ５ ２ １ １０２０



材秋表鯛製業務資料第４６号８

地況林況一覧表第６表

営林署
経営

断面区
林小遜 施業団 面蔵

地況

地位 方位 傾料

新城

中津川

付知

下呂

小坂

久々野

知
曾
騨

木
〃
〃
〃

愛
裏
飛

は
ほ
い
ぼ
い
を
へ
い
い
い
い
ろ
ろ
い
ろ
い
い
い
ろ
ろ
い
い
に
ろ
は
は

２
４
０

０
５
６
４
１
５
７
１
５
４
５
１
５
９
６
４
９
６
９
６

５

７
７
８

７
７
７
８
９

２
５
６
８
２
５
３
５
４
５
５
４
２
０

３

１
１
１

１
１
２
２

２
２
ろ
５
５
５
１
５
５
５
５
２
５
１
２
５
２
２
５
５
２
３
１
５
５
１

用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用

成
合

成
成

皆
皆
皆
皆
皆
皆
混
皆
皆
皆
皆
皆
皆
混
皆
皆
皆
皆
皆
皆
皆
皆
混
皆
皆
混

ａｈ
２
７
２
６
７
５
７
０
４
４
６
６
３
６
８
６
９
５
５
０
７
４
５
９
４
４

８
１
７
６
５
４
５
５
２
０
２
７
０
４
６
５
７
７
２
１
５
７
１
９
２
品

●

１
２
ａ
ｓ
２
８
ｄ
ａ
４
２
５
５
５
ｔ
２
２
２
６
４
Ｚ
Ｚ
ｕ
４
２
６
２

●
●

●
●

●

１
１
２
１

１
５
６
１
１
１
１
５
１
７
６
２
５

１

２
５

ワ
」
句
エ
ｚ
）
ｚ
）
へ
色
ｏ
」
ｚ
〕
（
迄
冗
笙
〔
必
（
色
ワ
ニ
冗
邑
ｚ
Ｊ
句
迄
ｚ
】
ワ
』
句
と
ｚ
）
⑤
⑪
（
■
〈
冬
ｚ
Ｊ
、
色
ハ
エ
わ
つ

Ｗ
Ⅱ

Ｅ
ｎ
ｓ
ｓ
ｓ
巫
亜
ｗ
Ｅ
池
傘
醒

Ｓ

Ｂ

Ｗ認
Ｗ
Ⅳ
Ｗ
ｎ

Ｎ
Ｂ
ｓ
日

Ｓ
Ｂ
可

Ｗ
Ｅ

Ｂ
Ｎ
Ｎ
Ｂ
８

Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ

Ｗ

中
中
中
中
中
中
中

Ｐ
５

急
急

｝
急
｝
急
急
急
急
中
中
急
中
急
中
中
中
中
中
緩

中
中



カラマツ立木材樹表鋼製説明轡 ⑨

地況林況一覧表（綴）

林況

立木度 疎密度 林相 混合歩合 樹種

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ

６
６
６
８
０
０
０
８
０
８
９
０
０
４
７
８
０
９
０
８
７
７
９
０
８
９

く
１
１

１
く
Ｉ

１

１
１
１

１
１

ｔ
Ｉ

中
中
中
中
中
中
中
中
中
密
密
密
密
疎
中
中
密
密
中
中
中
中
中
辮

中
宙

針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針

０
０
０
０
６
４
０
０
５
５
０
０
０
０
０
０
０
９
１
５
５
０
０
０
８
２
９
１
８
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
５
８
２
８
１
８
２
６
３
０
０
９
１
０
０
０
９
９
９
１
０
９
９
７
２
０
０
０
７
５
０
０
０
０

１
１

１
１
１

１
１
１
１

１
１
１
１

Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ⅳ
Ⅳ
ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
■
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ⅱ

カラマツ⑪、モミ⑪

カラマツ価．モミ0０

スギ⑫、カラマツ(3)．モミ山

カラマツ⑪、モミＧＯ

ヒノキ⑱、カラマツ(5)

スギ⑪、ヒノキ価● カラマツOＢ

､スギ00．ヒノキ胴．カラマツ0０

スギ００．ヒノキ⑪

､スギ(51．ヒノキQUI．カラマツ(5)

ヒノキｇｏ、カラマツ00

ヒノキ⑩、カラマツ@ｍ

ヒノキ．カラマツ．クリ

ヒノキ㈱．カラマツGＯ

ヒノキ⑪、その他do

ヒノdFqO、カラマツGUI

ヒノキ

ヒノキ田．カラマツ(4)

スギ(3)．ヒノキ閥．サワクルミ(2)、その他Oｑ

ヒノキ(1)．カラマツ田

カラマツ

スギ００．ヒノキ国．カラマツ㈹

ヒノキ60．サワラ胴．カラマツ(6)

カラマツ

ヒノキ

カラマツ

カラマツ

カラマツ



材叙表鋼製業務資料第４６号１０

地況林況一覧表（線）

Ｗ材積表の園製

Ｌ鋼製方法の決定

材積表作成の基礎である材積式は．一般に多く用いられている山本和蔵博士の．

Ｖ－１Ｄａｄｂ２ｈｂ２………………………………（１式）

式を採用した。

’式を－次式に変換するため．両辺の対数をとれば、

ユＯＢＶ－ａ＋ｂ２ユｏｇｄ＋ｂ２ユｏｇｈ………..….……（２式）

となる。

今ユｏｇＶ￣Ｉlｏｇｄ－Ｘｌユｏｇｈ－Ｘ２とすれば２式は次の様にたる。

Ｙ－ａ＋ｂｎＸ９＋ｂ２Ｘ２……………………………（８式）

営林署
経営

計面区
林小遜 施業団 面積

地況

地位 方位 傾料

高山

古川

神岡

飛騨

〃

〃

い
い
は
る
い
り
る
る
は
ほ
ろ
ろ
に
よ
に

５
６
７
９
４
４
５
５
１

７
０
５
１
７

１
１
１
４
５

１
５

５
６
６
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
公
１
１

用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用
用

用
用

皆
皆
皆
皆
皆
皆
皆
皆
皆
皆
皆
皆
国
皆
皆

ａ。
、
８
９
６
８
５
９
２
５
０
０
９
２
６
２
０

１
６
６
９
０
１
１
０
１
２
９
９
１
９
５

８
５
１
２
８
８
ａ
ｔ
２
２
Ｑ
２
５
２
０

８
４
７

５
１

１
１
５

１

１ ２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
５
１
１

日

Ⅱ
Ⅱ

輌
池
亜
Ｗ
Ｓ
四
皿
池
誹
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ⅱ

日
８
日

Ｗ
Ｎ

Ⅱ認

中

暖
｝
綴
綬
中
中
中
急
綬
急
中
急
中
急
急

緩



カラマツ立木材秋表鯛製説明智 １１

地況林況一覧表（綴）

今両対数方眼紙の横軸にlog。及びユｏｇｈ・縦軸に1ogVをとって．実測値の分布図をかくと‘

第８．９図の通り直線的傾向が寵められろので‘との式を採用することとした。

２材澗式の翫算

３式によって必要な数値を算出するため．全資料について胸高直径‘樹高．幹材秋の６桁の対

数をとり．和‘二乗和を求めると第７表の通りである。ただし幹材祇については便宜上Ｌ000

倍した値を用いてBT算を行なった。（Ｙ－ユｏｇＬｏｏｏＶ）

■

林況

立木度 疎密度 林相 混合歩合 樹種

ｊ
ｊ

０
０
０
０
５
７
６
６
７
６
８
７
７
９
８

く
く

１
１
１
１

密
密
密
密
中
密
中
中
中
中
中
中
中
密
中

針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針
針

１
９
０
４
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
５
５
５
０
６
４
０

９
０
９
０
５
５
０
０
Ｂ
２
０
０
９
５
６
０
７
２
０

１
１

１
１

１
１

１
１

Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｈ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｌ
Ⅳ

与難|：
ヒノキ剛 ロ ヒメコマツ

ミズナラ(2)．ホオノキ

ヒノキ鰯．カラマツ(1)

スギ㈱･ヒノキ㈹･カラマツＧＱ

スギ00．カラマツ００

スギ鱒．ヒノキ00．カラマツOＱ

田
● カラマツ(1)、

スギ(8)．ヒノキG0．サワラ00．カラマツ価
ドイツトウヒ(2)

スギ．カラマツ

スギ００．カラマツ(10

スギ蝿．カラマツ⑩

スギ⑩、ヒノキ00、カラマツ(iUI

スギ⑩、ヒノ
チヤキ(5)

●

キ闘いサワラ⑪、ヒパ00．カラマツ００、

ヒノキ(5)、カラマツ６０

ヒノキ剛．カラマツ鋤

カラマツ００．ミズナラ(5)．ホオノキ(5)

スギ(751 ０ カラマツ㈱



エ２ 材穣表鬮製業務資料第４６号

第８図胸高直径に対する幹材穣の散布図
一■￣

▽

幹

樹

積

第９図・樹商iに対宇ろ幹材積の散布図

Ｔ

ａ

駒高直径

幹

樹

積

５１０２０．腿⑩垣（■）■

$1Ｍ嵩



カラマツ立木材叙表鯛製説明霧 １８

第７表 全資料．和．二乗和

１，２０

稜和平方和の計算第８表

ｎ－１Ｄ２Ｄ

第７表．第８表の手順により穣和．平方和を求めれば鑓Ｏ表のとおりとなる｡

秋和、平方和（全資料）第９表

本数 ＺＸ２ ＺＸ ■ ＺＹ ＺＸｎ
２

１０２０ 1５０６５２０２２６ １１Pａｌ２４７１２ ２５６１６２５１０４ １７３８L８１４０７７７５１０５２

ＺＸ２
２

ＺＸ１Ｘ２ ＺＸ１Ｙ ＺＸ２Ｙ

１４４Ｚ４８１５７７１Ｂ２７４２ １５８２．O７Ｂ５２７２５７８６２ ５１９zＢ９６５５５４１４４６６ ２９０丘2５２９８４０５２７４５

Ｚｒ
■

５１５２．５５７２２４７８８８６４

ｎ－１０２０ Ｘ ２
Ｘ ２ Ｙ

和
均平

１
２
５

１
２
５

１
２
５

ｌ
２

Ｘ
Ｘ

Ｙ

1５０６．５２０２２６

1２８０９０２１８

１７５ａＢＰ４Ｄ７７７５９０５２

１６７ａ５２４６０８７７１６５Ｂ

６５５６１４６８１６７３７４

１１９８１２４７９２

1．１７４６５２１５

１５Ｂ２ＪＯ７８５２７２５７８６２

１５５４△８０６６０８０５１６４

４ｚ５９７６６６４５ろ８９８

１４４Ｚ４８１５７７９８２フ４２

１４０Ｚ5５５８９９２２０６５１

４ｑｌ凸５６７８７６２１１１

２５６１６２５１０４

2己１５５１６７７

３１９Ｚ８９６５５５４１４４６６

５０２５.ＤＤ８１８７ＢＤ８７２７

１７Ｚ8８８３４５６０５７５１．

２９０５２５２１８４０５２７４５

２７７４.O５Ｂ４２１Ｂ２５Ｂ７７

1５１１９４５６２２０６８６８

５１５２ろ５７２２４７８８８６４

５４６z，０５５７５８６１２１１

４６４４５１６５０９１９６５５

ＢＸ 】
身 日工 ２

２
Ｂｚ２Ｘ２ ＢＸ１ｙ

６５５６９４６８９６７５７４ ４ｑｌ５５６７８７６２１１１ ４７１５９７６６６４ろ３８．９８ １７２８８Ｂ５４５６０５７５９

ＢＸ２ｙ Ｂｙ２

1ヨ1．１９４５６２２，６８６８ ４６４４５１６５０ワ１９６５５



材秋表鯛製業務賓料第４６号１４

第９表の数値を用い簡略DOCユユｔｔ１Ｂ法で回帰係数を計算すると．

回帰係数の酎算第１０表

上配の結果次式が得られる

Ｙ－１．９１０７Ｄ７ｘＬ＋ＬＯ１２２９Ｂｘ圏一Ｌ８２１８０５・…..…（４式）

次に回帰に蝿因する平方和などを計算すれば第１１表の通りである。

第１１表 回帰に帰因する平方和など（全資料）

ａ資料の吟味

資料のうちには．一般的傾向工ｂ外れた異状丘もの．鯛査測定における誤りなどがある資料

を除くため．４式により幹材積平均値を求め．実測幹材澗との差即ち．回帰からの偏差の絶対値

が、５式で求められた値返り大きい数値を示すものは棄却することとした。この結果は次の第

１２表に示す。

棄却式は．

Eyx1x2-､､Syzlx3｛１－〔1/n＋０，，(X1-r,)２＋023(X２－元2)2十

２ｃｍ(xI-xn)(x図-if⑪)｝兇………（５式）
但し‘ｎｙｘｊｘ２－棄却限界値（有意水準’７６）

ｔ－Ｓｔｕｄｅｎｔのｔ分布のｔの値

ｓｙｘｎｘ２－標地娯差

ｂ 1 ｂ ■
０ 計

１
２

５
４

５
６

6５５６１４６８９６７５７４

６ｓ５６９４６８９６７５７４

１

４Z５１７６６６４５５８１８

４Ｕｌ５５６７Ｂ７６２１１１

４スヨ１７６６６４５Ｓ８９８

q７２５Ｄ７５４５Ｄ６８９

5．７６６８８１２，６２７８

1．

172ＢＢ８５４５６０５７５９

１５１１１４５６２２Ｄ６Ｂ６８

172β８８５４５６０５７５９

2．６４４７８７５６５５６８

５．８５７８１２８７４５６８

ｔ0１２２９８４２７４１１

２８５６５５４８１００７０１１

２１８７２５９０７４０２８７７

２８５．６５５４Ｂ１００７０１１

4ろ６９８６０８１６０５７

１１６０４７，２０８０８４６

2．０１２２９８４２７４１１

ｂｎ－ｔｌｌＯ７９６６５

ｂ２－ＬＯ１２２９８４５

Ｓ
J、

ｙ
■

ＢｄｙＸ１ｚ２
■

Ｂｙｘ１ｘＢ
２

Ｓｙｘ１ｘ２

４６五１６２５２０８７ 1２８９１５００５ UＯＯ１２６７５Ｂ ｑＯ５５６０５１１
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０，１０２２０，２－０常数

Ｘｌ・Ｘ２－Ｘｕ,Ｘ８の平均値

ロー資料数

第１２表 棄却木 覧表

ｏ常数は次式により求めた。

Ｂｘ２２
０，１－

（ＢＸ１２）（ＢＸ２２）－（ＢＸｎＸ２）２

－sエユエ２
０１８－

（Ｂｘ１２）（Ｂｘ２２）－（ｓｘ１ｘｓ）８

ｓｘ】２
０２２－

（Ｂ工，８）（Ｂｘ２２）－（Ｓｘ１ｘ２）２

４棄却済後の材種式の欝算

棄却された１５本の資料を除く１００５本を材穣表調製の賢料とし．和．二乗和．瀕和．平方

和など計算すれば第１８表の通りである。

鼠有意性の検定

①意相関係数有意性の検定

重相関係数有意性の検定を行なえば次の通りである。

番号 事業区 林小遜 ， Ｈ Ｖ ユｏｇｖ
’、

Ｖ lv-fl mｙＸ１Ｘ２

６
８
９
１
２
４
２
５
５
６
６
６
４
９
６

４
５
５
５
０
５
５
８
９
８
４
２
５

２
２
２
２
５
５
６
８
９

神岡

〃

中津川

〃

〃

久々野

〃

古川

中津川

古川

付知

新城

小坂

久Ai野

〃

に
へ

る
い
ろ
い
ろ
い
は
い
は

７
〃
６
〃
〃
６
９
７
１
７
５
２
９
６
〃

９
７

０
５
５
９
５

７
５
０

２
２

６
８
●
●

４
４
“
錨
“
頃
、
旧
酔
頚
５
９
９
９
２

Ｚ
ａ
５
ａ
ｕ

１
１
１
１
１
２
２
５
４

ａ7

4.4

52

48

5.0

6､，

１１８

１５LＯ

Ｒ１

１２．５

１５．４

２６２

２５J５

２ａ６

２ｺ４

ＵＯＯ５０１

ｑＯＯ５Ｐ９

ＣＬＯ１１０２

ｑＯ１１１５

ｑＯ１１７６

ｕＯ１６５５

ｑＯ４２Ｂ７

ｑＯ５４２７

ｑＯ６７９５

ｑＯ７１７５

ｑ２２０４９

ｑ５５０５５

０７４６４５

１．２９５８５

１c６８４１Ｄ

ｑ６１９８５Ｂ

Ｕ７７７４２７

１,０４２１Ｂ２

１．０４６４９５

１．，７０４０７

１．２１２１８６

１６３２１５５

１７５４５６０

１８５２１８１

１，Ｂ５５７Ｏ１

２５４５５８９

Ｚ５４４７２５

２､８７２９８１

ａｌｌｌ８８４

ａ２２６５６８

Ｏ５２Ｄ２Ｂ１

ｑ６５１７７４

ｑ９５０８Ｂ２

Ｕ９２１６２６

ｑ９５９５７５

１．，８０１７２

１．７５０７，５

１８５４４８６

１．７５８８５８

１．９４８ワ５４

Ｚ２４６４７５

２．７４８２７７

２．７６７１５４

２.ワワ２ヨワ５

５．１５０１００

ｑｌ７９５５７

ｑｌ４５６５５

Ｕｌｌｌ５ＤＯ

ｑｌ２４８６９

ｑｌ５０８５４

ｑｌ５１Ｂ１４

ＵＯＰＢ５５０

０１１９９２６

ｑＯ９５５５１

ｑＯ９５２５５

ＣＬＯ９６９１４

U２０５５５２

ｑｌＯ５８５５

ｑｌｌ９４９１

ＵＯ９６２６８

ｑＯ９１２４４

００９１５８６

ｑＯ９１４５５

ｑＯ９１５７０

ＵＤ９１４１１

ｑＯ９１５５ワ

ｑＯ９１６１８

ｑＯ９１６１７

ｑＯ９１６５８

ｑＤ９１６８９

ｑＯ９１７０９

ｑＯ９１４６Ｂ

ＤＤ９１６２０

UＯＰ１６６７

ｑＯ９１６２７
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＊＊

Ｆ－２１６２Ｚ６９６ ＞Ｆ（ｕＯ１）４００

極めて有意

ｄｒｌＯＯ３．２

、回帰係数有意性の検定

第１３表棄却済後の和．二乗和．穣和．平方和等

Ｉリ

回帰係数有意性の検定を行なえば次の通りである。

＊＊

ｌ７ｕｌ３３

＊＊

７０b８２１

＞ｔ（１１０１）２５７６

＞七（ＵＯｌ）塾５７６

ｔｂ１－ｂ,／Ｂｂｎ

ｔｂ２－ｂ２／Bｂ８

検定の結果極めて有意である。

変動因 自由度 平方和 平均平方

回帰

推這誤差

全体

２

１００２

１００４

４４Ｒ５０４１２６８１

１０５９９５５６ヨ

４５ｑ５４４０６０４４

２２４４６５２０６５４

DＬＤＯ１Ｄ５７８６

本数 ＺＸ １ ＺＸ ２ Ｚｒ ＺＸ １
２

１，０５ １２９ｑ４４８１５５ １１８３Ｄ１７２ＢＯ ２ろ５４６１９８１１ １７２ｕ５４２５１５６０４７８５

ＺＸ ■
２

ＺＸ１Ｘ２ ＺＸ１Ｙ ＺＸ２Ｙ

1４５１，，９６９．４，６０９１８ 1５６４．６４０９８１００８７５４ ５１６５５１５９６２５５７８７５ ２Ｂ７４．６１４９１５４６９７６６

ＺＹ ＳＸ 】
■ Ｂ工 ■

■
ＳｚＺｚ２

５８７５．６７７０５７５６６２１９ ６ａろ６８６７６５５０５６２ ５ａ４４２６４４５２９９７４ ４５．６１２７０１６４２６２２

ＳＸ８ｙ ＢＸ２ｙ Ｓｙ
２ 日

〃、

了
２

１２△４６０１０８８４１５５５ １６Ｚ５９６８６２６５０２６４ ４５ｑ５４４０６０４５７１８Ｂ ４４鬼、４１２６８１

Ｓｄｙｘｎｘ８
２

SｙＸｌＸ２
２

ＢｙＸｎｚ８ ｂ 】 ｂ■

１０５９９５５６５ QＯＤ１０５７Ｂ６ ｑＯろ２２１５８５ １８１フ６１４７８ １０５８０ヨヨ６１

ＢｙＸｌＸ２ Ｃ 1１ ０ 22 ｂ 】 ｂ■

､０５２２１５８５ ＵｌＯ８１２４６０２Ｄヨ２ ｑｌ７８２５２０９０７７６ 1８，７６１４７８ 1.Ｏ５ＢＯ５５６１

Ｓｂ 】
Ｓｂ ■

ＵＤ１０５１３５１ UＯ１５６０Ｄ７５
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６直経階別材積式の比較

材叔表調製要綱にもとずくｎｏ函直径級毎の材秋式を求め．統計的方法で差のない直径級は

括して材澗式を求める。

１０函直径級別秋和．平方和など針算すれば第１５表の通りとなる。

１０函直径級別、平方和‘秩和．回帰係数第１５表

４２１２２１７

回帰に帰因する平方和等

１１２２４２

①分散の一様性の検定

パートレソトの検定法で分散の一様性の検定を行なう。

直径級 本数 ＳＸ １
■

ＳＸ ２
8

ＳＸｌＸ２ Ｂ工uｙ ＳＸｒｙ

4～１０

１２～２０

２２～５０

５２～４０

４２以上

２０５

２８８

２５６

２０２

５４

２２９５７４５６５

１．７７５７５５５８

Ｕ６１５Ｂ６５２５

ｑ２５２５６６５１

ｑＯろ４８７，２７

5．９５７２５５６５

２．７１１７１２７６

１４５１１５７５４

Ｕ５１０１４４２６

ＵＯ９８Ｄ４２５５

２２１１７７７５２

１．４５１６８６７４

ｑ４９４５７０７６

ｑＯ７５５８５ろ７

－ＵＯＤＯ６５６０２

6凸４１５８０８６

４．９５０９４２１９

１６９１０１２Ｂ４

Ｕ４１５１８２５５

ＵＯ５６６５６１９

Ｚ８７５８４８５２

５．６０１６１５１５

２．４９２５５６Ｂ４

ｑＢＯ９５２４Ｄ２

ｑｌｌ９１５４００

計 1００５ 4．，５０５１２０４ ａ７８９１１２５６ 4２１２７６２１７ １ａ５４１５５５４５ 1６．９０４５５６５５

Ｓｙ
２ ｂ ｂ ２

1Ｒ５２１１８４９４

１５．６７５１５５５５

６１０８９５６７７

２.Ｏ４２６４０４４

ｑ２７４５５８Ｂ，

１．８５１２５４８５

１９９５２５２２５

１．８７５２０９２１

1．６８８４４７６２

１．６４６４５４Ｂ、

Ｕｌ６１７４４９Ｄ

ｑ９８６１７４８７

１０９４５５２６０

１.ろろ４２，７１２

１２０４６１８５７

４５．６２０４１４５７

直径級
"、

ｓｙ
２

Ｓｄｙｘ１ｘ８
２

ＳｙＸｌＸ２
２

ＢｙＸ１Ｘ２ Ｒ ２ Ｒ

4～１０

１２～２０

２２～５０

５２～４０

４２以上

1ワL２５１００５７４

１５．４１０５１８５５

５．８ワ５８５５５，

１．，１２５１８７７

Ｕ２Ｓ９５９５６１

Ｕ２７０１８１２０

ｑ２６２６５４７８

Ｕ２１５１２５２７

ｑｌ５Ｄ１２１６７

ＵＯ５５１６５２８

ｑＯＯ１５５７５５

ＵＯＯＯ９２１５５

ｑ０００Ｂ４２ろ８

ＵＤＯＯ６５５Ｂ８

ｑＯＯＯ６８９４８

ｑＯ５６５７２２６

ｑＯ５０５５６７１

ＵＯ２９Ｄ２５７８

ｑＯ２５５７１Ｄ８

０ＬＯ２６２５７９５

ｑｌＢ６１５９５９

Ｕ９Ｂ５２４５０２

ｑ９６５１１２９８

ｑ９５６２９７５２

ｑ８７１９２８１Ｄ

ｑ９１５０５５６８

Ｕ９９１５Ｂ６１１

ｑ９Ｂ２４０１６４

Ｕ９６７６２４５Ｂ

ｑｌ５５７７０９０

計 ４２．７０９２７０１７ ｑ９１１２２４２０



材穣表調製業務資料第４６号１８

ａ）４函以上一括した場合

Ｓ２－ＺＢｄｙＸ】Ｘ２３/T

-U91122420/990-UOOOo2043

1ogS2・ｆ－－ａＯ３６００ｇ２ｘＤ９０－－８００ａ６４９１０８０

ｘ'－－r5盲1-5百((1゜８s,.f)-(zfrユ｡gsy翼!x,｡)〕

０４３４２９４５〔（－３００丘６４０１０８０）－（－３０１８３９９２１２７）〕

－２ｕ８５８１１ＤＯ７９

補正項

０－，＋Trfと-1-丁（Ｚ光r－，/r）

－１十丁『-5｣=-1-「（ＯＩＯ３７０４４８１－０ＬＯＯ１０１０１０）

－１．００８００２８０

補正されたＸ図－２０．８５８１０９７９／LＯＯ３００２８９－２Ｕ２７０

29.2粥〉P(X)２ｑ０５０．４８８

．ｒ・５－１－４有意差あり

ｂ）４～４０面を一括した場合

X3-2z33073916/Loo181911-2z28Pf>PX愚(OLo5）ｚ815
自由度４－１－８

有意差あり

ｃ）４～３０ｃｍを一括した場合

Ｘ2-188`754807/Loo184342-1a8:砧PX2(qo5）…１
自由度３－１－２

有意差あり

。）４～２ｏｃｍを一括した禍合

X2-a33162050/1.00218520-831%*>rX2(uo5）ａ841

直径級 ＢｄｙＸｌＸ２
２

、
ｆｒ

(、－ろ） BｙＸ１Ｘ２
２

ｌｏｇＳｙｘＩｘ２
。

ｆｒ･lｐｇＢｙＸ１ｘｉ２ 1/fr

０１－４

０
０
０

坐
２
３
４

か
ト
ト

１
２
３
４

ｑ２７０１８１２Ｄ

Ｕ２６２６５４７Ｂ

Ｕ２１５１２５２７

ｑｌ５０１２１６７

ｑＯ５５１６５２８

５
８
６
２
４

０
８
５
０
５

２
２
２
２

２０２

２８５

２５５

１９１

５１

ＵＯＯ１５５７５５

ＵＤＯＤ９２１５５

ＵＯＯＯ８４２３８

ＵＯＤＯ６５５８８

ｑＯＤＯ６８９４８

－２．８７５６９６４

－３０５５４９０５

－ａＯ７４４９２０

－ａｌ８４５０１９

－ａｌ６１４７８３

－５８Ｕ４８６６７２８

－８６５．１１４７９２５

－７７ス８４６４７６０

－６５５Ｊ１５８７８１

－１６１２５５５９５３

ｑＤＯ４９５０５０

ＵＯＤ５５０８７７

ｑＯＯ５９５２５７

ＵＯＯ５０２５１５

００１９６０７Ｂ４

計

Ｕ９１１２２４２０

ｑ
２

1００５ 990

ｆ

－５０１ａ５９，２１２７

Ｚｆｒ･lＯｇＢｙＸ１Ｘ２
８

ｑＯ５７０４４Ｂ１

Z1/fｒ



カラマツ立木材蔵表鋼製説明書 １０

自由度２－１－１

有意差あり

ｅ）’２“以上一括した場合

８段-064104800／788-UOOO81361

１０９Ｂ２・ｆ－－３０８９０３７１ｘ７８８－－２４３４６３４０８４８

Ｘ３－ｚ５４９０８６６５

Ｃ－ＬＯＯ３４２５０８

Ｘ２－ｚ５４９０３６６５／Ｌｏｏ３４２５０３－ｚ５２３＜ＰＸ２（ｕｏ５）ｚ８１５

自由度４－１－８

有意差遷められず

、回帰係数間の差の検定

’２c画@以上は分散において有意差が麹められないので．次に回帰係数間の差の検定を行なう。

平均した回帰係数b１１．ｂ'２を求めるため、１２函以上の各直径級の秋和、平方和を求めると第

１０表の通りとなる。

第１６表

６５４Ｂ４６４１

ワロヨＢＯ１ ２且４５８２６６４ヨ２４ロワワヨロワ４５ Ｕ６４１Ｄ４５Ｄ

上記表の値を用い簡略Ｄｏｏ１ｉｔｔユｅ法で回帰係数を肘算すると第１７表の通りとなる。

回帰係数の計算第１７表

ｂＰ１－１８９Ｄ２４５５４

５ａ－１０８６１，９２９

直径級 本数 ＺＳｘ 1
２

ＺＳｘ 8
２

ＺＢｘ､lｘ２ ＺＳｘ１ｙ

１２以上 ８００ Ｚ６５４８４６４１ 4β５１８５６７１ 2．０００９８４８５ Ｚ１９１７７４５７

ＺＳｘ２ｙ ＺＳｙ
■

ＺＢｄｙＸ９Ｘ２
２ zｓｌｐ

，LＯ５０７ＤＢＯ１ ２４，９９５０１４５ ｑ６４１０４３ＤＯ ２ａ４５８２６６４５

ｂ １ ｂ ２ ０ 計

１
２

５
４

５
６

2．６５４８４６４１

2J65484`４１

1．

2.ＤＯＯ９Ｂ４８５

４Ｂ５１Ｂ５６７１

2ｐＤＤ９８４８５

ｑ７５５７１０２１

5５２５６９４００

1．

7L１９１７７４５７

２Ｏ５Ｄ７０８０１

Ｚ１９１７７４５７

２．７，８９２５０５

5．６１０１９４０７

１．０８６１９９２１

１１８４７６０５Ｂろ

1５．８６５５４１５７

1１．８４７６０５８５

4．４６２６５５２４

△9５５８８８０７

２．０８６１９９２９



材菰表鋼製業務資料第４６号２０

a）１２cm以上直径級の回帰係数間の差の検定

予備的分散分析表 完成した分散分析表

F-UOO915206/ULOOO81851

＊＊

－１１．２５０＞Ｆ988（OLO1）zb80

有意差あｂ

b）１２～４０“直径級の回帰係数間の差の検定

１２画以上の直径級において有意差が認められたので､１２～４０cmについて検定する。

第１８表

回帰係数の計算第１９表

tＩＩ－１８９８５９６Ｄ３

６２－１Ｄ７９Ｂ１５６７

変動因 自由度 平方和

回帰

誤差

８

7８８

２５．４５８２６６４５

Ｕ６４１０４５ＤＯ

計 7９６ ２４Ｐ９９５０９４５

変動因 自由度 平方和 平均平方

全回帰

回帰間差

回帰計

誤差

２
６
８
８

８７

２５．４０５５５４０５

ｑＯ５４９１２３Ｂ

２ａ4５８２６６４５

ｑ６４１０４５００

ｑＤＯ９１５２０６

ＵＯＯＯ８１５５１

計 7９６ 2４，９９５０１４３

直径級 本数 ＺＳｘｌ
２

ＺＳｘＢ
８

三s江ｌｘ２． ＺＢＸ１ｙ

１２～４０ 7４６ 2．６１９１６７１４ 4７５５８１４５６ 2ＰＯ１６４０Ｂ７ Ｚ１５５１５８５８

ＺＳｘ２ｙ ＺＢｙ
２

ＺＳｄｙｘ１ＸＢ
２ ｚＢ９２

ａ９１１５５４０１ ２５．８２４７５０５４ ０６０５８７９７２ ２型１Ｂ８７ＤＢ２

ｂ ｂ ２ ｑ 計

１
２

５
４

－
□
６

2．６１１９６７１４

2．６１９９６７１４

１

2ＤＯ１６４０Ｂ７

４．７３５８１４５６

2.ＯＯ１６４０Ｂ７

ｑ７６３，９４６５

5．２０４５７１４４

1．

ス１５５１５８５Ｂ

ａｌｌｌ５５４０１

Ｚ１ろ５１５８５８

２．７２５５６１４２

5．４６０５４６４７

１．０７９８１５６７

１１．７５６７４６５１

１５．６４７００９２４

１１．７５６７４６５９

4.4Ｂ７５６４０７

６．６６４９１７９１

２Ｐ７１Ｂ１５６７



カラマツ立木材穣表鯛製説明密 ２１

完成した分散分析表予備的分散分析表

平均平方変動因

２ａＢ２４７５０Ｍ

Ｆ－ｍ０Ｂ３ＧＴＳ２■／OLOの⑪Ｓ丑逮の困

一，凪423＞Ｗ87（005）２８８

有意差あり

C）１２～８０“直径級の回帰係数間の差の検定

前記同様の方法を用い

げｌ－ＬＤ５２Ｇ６Ｄｓ丑

げ逐一Loa8H3o4T
●

Ｆ－蟹１５＞Ｐｇ３０（OLD5）＆ＣＯ

有意差あり

｡）２２cm以上回帰係数間の差の検定

５，－Ｌ７８０８８０７８

Ｂ２－Ｌ１７９９１２４６

Ｆ－ｏ８８;.〉Ｆ8０３（00,）駁３４

滴趣差あり

e）２２～４０種の回癩係鐵麗の差の検定

Ｕ１ｐ－ｍ８ＤＴｓ６６ｓ

蝿一Ｌ１７４９００９９

Ｆ－１ａｏ３筋Ｆ３”（uo,）４`２

有意差あり

幻３２＠画以上の回婦係数間の差の検定・

積和．平方和など合酎すると

ＺＳｘ１２－０２６７２４５７８ＺＢｘ１ｙ－Ｕ５４９８１８７４

Ｚｓｘ２２‐Ｕ６０８９８６８１ＺＢｘ２ｙ－０ｎ２８４７８０２

ＺＳｘｌｘ２－ｑＯ７４９２７３５ＺＢｙ８－２３１７１０ｇ３３

ＺＳｄｙｘｕｘ２２－ＯＬ１６５２８４０５

ｚｓｌ２－２１５１９１４８８

変動因 自由度 平方和 平均平方

全回帰

回帰間差

回帰献

膜差

２

４

６

７５７

２５．１６８１５４０４

0０５０７１６７８

２５２１８８７０８２

q６０５Ｂ７９７２

UＯ１２６７９２Ｄ

ＵＯＯＯ８２２０１

識 ’７４ｓ 逐至ＢＺ４ｌ了５０ｓ＄

変動因 自由度 平方和

回帰

膜差

６

7５７

２ﾖL２１８８７０８２

q６０５８７９７２

断 ７４５ ２ａ８２４７５０５４



材秋表調製業務資料第４６号２２

簡略Doolittle法で回帰係数を齢算する

８，－Ｌ6８８１２７１７

８２－１．３１６９２７３５

完成した分散分析表予備的分散分析表

Ｆ－１．３０６＜F15｡（ＵＯ５）19.50

有意差なし’

ｅ回帰定数の差の検定

３２函以上を一括した回帰定数の差を検定すれば次のとおりである。

秋和．平方和の計算

簡略Ｄｏｏ１ｉｔｔｌｅ法で回帰係数を針算する
０Ｐ

ｂ２－１．７７４６００６７

出-1.30580637

変動因 自由度 平方和 平均平方

回帰

回帰間差

回帰計

娯差

２

２

４

２５０

２．１５０９０２Ｄ５

ｑＤＯ１０１２ろ5

２．１５１９１４５８

０１６５２８４９５

ＵＯＯＯ５０６１７

CＬＯＯＯ６６１１４

計 ２５４ 2ｓ１７１９９３５．

変動因 自由度 平方和

回帰

誤差

４

２５０

２．１５１９１４５８

ｑｌ６５２８４９５

肘 ２５４ 2二１７１９９５５

ｎ－２５６ Ｘ 】
Ｘ ２ ・Ｙ

１
２
５

１
２
る

１
２
５

均
図

和
平

Ｘ
Ｘ

Ｙ

４０１．６９５９６９

1．５６９１２４８８

６５１００１９６４１６７７６５

６３ｑろ１１１５８７１４２５４

Ｕ６９０８２５４５５５０９

Ｓ５ｑ４８６７１０

1３６９０８８７１

５５ＵＯ２６７６６４２５０６５

５４１L９５７４１６５８７０００

ｑＯ６９５５ＤＤＳ６０６５

４８Ｕ４５６４５８０５７７１６

４７２８４７３９７９９４６２５

ｑ６０１０６００４５１７１

７８５．５５５２７２

ａＯ６０６７６８４

１２５Ｕ７７８０４７５７１６６９

１２２１４６１５５０５４６Ｄ１８

1．５１６４１７０２５６５１

１０７a64414044D544

107F726557559122
ｑ９１８５８５１０１２２２

２４０１b８４７０２７２２５２５４

２３９８１４２１４１ワ１ＢＯ７Ｄ

ユフ０４８８５５０７１８４



カラマツ立木材穣表鋼製脱明書 ２３

回帰に帰因する平方和

爺g-RL5354B7Ol

回帰からの偏差平方和

Ｓｄｙｘｌｘ２２－Ｕｌ６Ｄ３９８３０

予備的分散分析表

７Ｄ４Ｂ８ヨ１

完成した分散分析表

＊

Ｆ－４６９０＞Ｆ１`0（ＵＯ５）３８６

有意差あり

よって３２“以上の直径級は一括することができない。

以上検定の結果を注とめれば第２ｏ表のとおりで．各直径級とも独立の材穣式によらなけれ

ばたらないことがわかる。

平方和 自由度

誤差

原因不明

ｑｌ６Ｂ５Ｂ５９７

Ｕｌ６５２８４ｏ５

2５１

２５０

平面間差 ＵＯＤ５１Ｄ１０２ １

変動因 自由度 平方和

回帰

回帰間差

誤差

２

２

２５１

5.5ろ５４８７０１

ｕＯＯ１０１２５５

ｑｌ６８５８５１７

計 ２５５ 5．７，４８８５５１

変動因 自由度 平方和 平均平方．

回帰

回帰間差

平面間差

原因不明

２

２

１

２５０

３５３５４８７０１

ｑＯＤ１０１２ｓ５

ｑＤＯ５１０１０２

Ｕｌ６５２８４１５

ｑｏｏ５１０１０２

ｑＤＯＯ６６１１４

計 ２５５ 5．７０４８８５５１



材瀬表溺製業務資料第４６号２４

第２０表

樹種 本数
直径

範囲
修正ＸＢ

回帰係数間の差の検定

平均された回帰係数

げ １ ｂ ２

回帰間分数 誤差分散 Ⅳ

カラマツ １００５

9５１

７４９

４９５

８，，

７４６

５４４

５１２

４５８

２５６

４～

４～４０

４～３０

４～２０

１２～

１２～４０

１２～５０

２２～

２２～４０

５２～

＊＊

２５．６２６

＊＊

２Ｚ２８１

＊＊

１ａ８５２

＊＊

ａ３１４

Ｚ５２５ 1８，０２４４

１８９８５９６

１９５２４７０

１７８０８５１

１７Ｂ９７６５

１６ＢＢ１２７

ｔＯＢ６１９９

１Ｄ７９８１６

１･Ｏ２Ｂ１５Ｏ

Ｌ１７９９１２

１１７４９０１

１５１６９２７

ｑＯＯ９１５２０６

ｑＯ１２６７１２０

ＤＬＯＯ己９９５１４

ｑＤＯ５１７６９９

０ＤＯ９８９Ｂ４６

ｑＯＯＯ５０６１７

ｑＤＯＤＢ１ろ５１

ｑＯＯＯＢ２２０１

ＵＯＯＯＢ８４５１

ｑＯＤＯ７５２５Ｄ

ＵＤＤＯ７５９３９

ｑＤＯＤ６６１１４

＊＊

１１２５０

＊＊

1５４２５

＊

４５１６

＊＊

ｄＢ８２

＊＊

1ａＯ５５

1L３０６

直径

範囲

回帰定数間の差の検定

込みにした回帰係数

け 、 け ２

平面間の

差の分散
不明原因 Ⅱ

５２～ 1．７７４６０１ 1．５，５８，６ ｑＯＤ５１Ｄ１Ｄ２ ＵＤＤＤ６６１１４．
＊

4，６９０
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Ｖ材積式の決定

検定の結果．分散の一様性については．１０ｃｍ以下の直径級を除いた他の直径級間には差がな

いものと囲められたカミ回帰係数間．回帰定数間においては．有意差が漣められるため.・ｌｏｍ

直径級ととの５材祇式を用いることとした。

すなわち第２１表のとおりである。

第２１表

直径級

この材頼式は．対数に変換して計算した結果｡推定値にかたよりがあるので．これを除くためと

して次式にエリ修正係数を求め修正を行なった。

2-,.三子・と2具;｣Ｌ・syx】x図。

－，o≦ffL（L'51293）Ｓｙ乳,xｎ２

一修正係数

一対数で表わされた推定値の分散

一資料数

但しｆ

ＳｙｘＩｘｚ２

ｎ

求められた修正係数は第２２表のとおりである。

第２２表

上記の修正係数を乗じて修正した材積式は第283表のとおりである。

直径級 本数 材穣式

Ｃ宙

４～１０

１２～２０

２２～ろ0

５２～４０

４２～

５
８
６
２
４

０
８
５
０
５

２
２
２
２

'、

Ｙ－Ｌ８ろ９２５５Ｘ２＋Ｕ９６１７４５Ｘ３－１２１９４２５

’、

Ｙ－Ｌ９９５２５２Ｘ

’Ｌ

Ｙ－１８７３２０９Ｘ

1

1

＋ｑ９８６１７５Ｘ２－１５９２８５６

＋１.Ｏ９４５５５Ｘｇ－１５６９１４６

`、

Ｙ－１６８８４４８Ｘ１＋１５Ｓ４２Ｄ７Ｘ２－１４１８２Ｂ２

ﾉ、

Ｙ－１６４６８４４ＸＩ十１．２２６ろ５１Ｘ2－１．１８８５０４

直径級 ＳｙＸ１Ｘ２ ｓｙｘＩｘ２
２ 、－１
－

， 旱（Syx1x22)X1j512鬼 修正係数

４～１０

１２～２０

２２～ろ0

５２～４，

４２～

CZB
ｑＯ５６５７２２６

ＵＯ５０５５６７１

ＵＯ２９０２５７８

ｑＤ２５５７１０８

ＵＯ２６２５７９５

ｑＯＯ１５５７５３

ｑＯＯＯ９２１５ｓ

ｑＯＯＯ８４２５８

ｑＯＯＤ６５５８８

ＵＯＤＯ６８９４Ｂ

ｑ９９５１２１９５

ＣＬ９９６５２７７８

ｑ９１６０９Ｓ７５

ｑ９９５０４９５０

Ｕ９Ｂ１４８１４８

ｑＤＯ１５３２５８

ＵＯＯ１０５７２７

ＵＯＯＯ９６６０４

ＵＤＤＯ７４９Ｄ８

ＵＯＯＯ７７９Ｕ７

1００５５５

１．００２４５

１ＤＯ２２２

１ｐＯ１７２

ｔＯＤ１７９
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第２３表

Ⅵ材積表の適合度

材頼表の標準誤差は．

ＺＱｏｇｖ－ﾕ｡９９)２
ｎ－３

によって計算されるもので‘材秋表の標準鰻差は真数によらなければたらない。今

ｌｏｇＶ－ＸＶＸ－１Ｏｘ

とおき高次の微分を省略すると

ｊｖ－ｌＯｘﾕｏｇｅｌｑＳｘ

か成立し、したがって．真数材秋の百分率標津娯差は近似的に

」』二・１００－２８u268x
V

によって表わされる。上式を本数の平方根で除したもので、材穣表の百分率標準誤差を表わす‐

と第２４表のとおりとなる。

第２４表

直径級 材顧式

４～１，

１２～２０

２２～５０

５２～４０

４２～

CTC ／、

Ｙ－１．８３９２５５Ｘｕ＋ｑ９６１７４５Ｘ■－１２１７８９５

１、

Ｙ－１９９５２５２Ｘ，十ｑ９Ｂ６１７５Ｘ８－１６５９１７１９
ｊ、

Ｙ－１８７５２０９Ｘ１＋１Ｄ９４５５５ＸＢ－１５６８１８０
／、

Ｙ－１６８８４４ＢＸ１＋１５５４２０７Ｘ2－１４１７５５５

１，

Ｙ－１．６４６８４４Ｘ，＋１２２６５５１Ｘ２－１，１８７５２５

直径級 本数 平均値の標準誤差 誤差率 饅5瓊頼度量

４～１０

１２～２０

２２～５０

５２～４０

４２～

C冠 ５
８
６
２
４

０
８
５
０
５

２
２
２
２

ｑＤＯ２５５４５１

０００１７Ｂ８７８

ｑＯＯ１８１５９９

ｑＯＤ１７９９１７

ＵＤＯ５５７３２５

ｑ５８Ｂ

ｑ４１２

ｑ４１８

Ｕ４１４

Ｕ８２５

筋

妬

５
１
２
１
１

１
８
８
８
６

１
０
０
０
１
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第１表

現在と将来の樹種別人工林面積の対比

(注）現在とは昭和３２年末

将来とは”６２年末

第２表

樹種別蓄積表（針葉樹）

函【猫

（注）昭和３５年４月１日現在（第１２次国有林野統計轡）

名古屋営林局統計轡３６４．１現在

樹種

名古屋営林局

現在 将来

面種 粥 面積 儲

スギ

ヒノキ

カラマツ

マシ類

その他針

広

ス６５１

２ａワ１８

▲８０５

ｌ１２７

Ｌ５６７

Ｚ４８４

ｈａ ５
９
４
４
５
５

１
５
１

２２，８８０

４５，６８０

５１２００

2,080

１０４０

５，１２０

ｈａ ２
２
０
２
１
５

２
４
５

計 ４９１５５２ １，， １０４，００， １００

樹種

蓄積

全国有林 名古屋国有林

数避 妬 数量 鮖

ギ
キ
ッ
ッ
．
ハ
ツ
頻
頻
シ
ヅ
針

マ
マ

マ
マ
マ
他

ノ
ミ
ガ

カ
ロ

｜
フ

ド
ゾ
の

ス
ヒ
ア
ク
ヒ
カ
モ
ッ
ト
エ
そ

冠
８
１
２
４
７
５
９
５
０
７

６
５
５
４
４
２
６
２
１
５

８
４
７
１
５
３
６
６
５
８

０
Ｑ
５
０
８
Ｒ
ａ
５
２
１

５
４

２
２

２
８
６
２

１

６
５
９
４
５
５
７
０
６
５

ａ
２
６
ａ
ｚ
ｚ
Ｚ
ａ
ａ
Ｚ

１
１

２
１

蒜
１
７
２
２
０
０
６
’
－
０

５
８
６
２
０
５
８

４

５
８
２
２
５
５
５

６

４
１

５

０
５
９

６
２
９
０
－
－
９

４
５
１
１
２
ａ
０

０

５
４

１

針計 ５７２０５２８ １ＤｑＯ １５，７７８ １０Ｕ、
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第３ボ量

鵯別．樹穂別人工林面秋蓄穣表

（昭和８７年８月現在）

アワ２４２０１ＤＵＤＰＰＰ１１４１，４５７５昭２１０Ｕ

薯別

ヒノ雫

面積 ら

スギ

面 積 缶

力 ラマツ

面菰 缶

計

面穣 儲

城
川
知
目
坂
野
山
川
岡
崎
早
川
山

津
々

新
中
付
下
小
久
高
荘
神
岡
肢
古
爾

４５２q27ha

ａｌ７４６７

２２４８Ｄ２

邸Ｏ２５４

５ら、2ン４

２５８Ｕ5６

１，７５５４２

８９２５１

P１ｚ７０

１６８６．２７

８１１９５

５２５５５

１２４０

１６L２

１１．４

ａｌ

１易２

１２０

，Ｌ５

６２

ａｌ

ａ５

ｄＯ

２､８

lＢ

Ｕ６

７０１４１

５５６１Ｂ

１６Ｕ7５

５５ロヨ８

２４１．７５

２１Ｕ7６

６８Ｕ8２

1１０１５．７０

118

55275

２２Ｒ４Ｂ

２１５８０

ｌ２０ｑ５６

１８２ｑＤ８

ａ９

４５

２Ｄ

ｄ９

ａｌ

２６

ａ６

１２８

ｄ8

2.,

2.7

１５２

２ﾖL、

2ｚ，ｳﾞ迫

２４４，７

９６２７

1９１５１

L４４５５６

ａｌＤ５２５

8４４５，

１，５７ａ８Ｄ

１ｐ８”1

ｕ，，

1ｄ７１

L２９ｑＯ７

５６６５

ｑ５

２４

０９

２．０

１４５

５１１

ａ４

１５８

１ｑ，

u２

1２１

U６

５０２４Ｒ６７ｎａ

56775.72

2βＯ５ｐ２

４ｏ１５２２５

６Ｐ９ｑＯ５

５β，“７

５２６ｑ７４

５ＡＢａ８１

２５４ｚ５６

１９１６７４

１０４４５２

５００１５．９８

1.Ｂ９ａ１１

1１５

ａ２

５５

２１

１５５

１２．９

Z１

ｚ６

５６

４２

２５

△６

４．１

計 ２Ｚ８２ａ９Ｂ 1，００ ｽ,２４２０ 1Duo ２，９１１４ １０００ 45,75賂２ １０ｕＯ

鑑別

ヒノキ

蓄積 筋

スギ

蓄積 筋

カラマツ

蓄積 燭

計

蓄稜 9６

城
川
知
呂
坂
野
山
川
岡
崎
早
川
山

津
女

新
中
付
下
小
久
高
荘
神
岡
肢
古
爾

７５４７Ｏ５

２５Ｚ５１５

１８２２４Ｂ

４５ａＯ７Ｄ

７５ス４５０

２４５ＰＯ５

１２２‘４７

PＺ７３９

104755

18ス５”

４８５５，

６２，８５１

９６７

､Ｐ

、
刈
印
茄
麺
疋
頚
釦
弘
顕
幅

２
１
２

０２

１０ｑＢ５５㎡

５５９８

５月８４

４１０１８０

８７０８

１５７８

２６bｌ７５

２５‘0８

１５０４５１

５ｑ5９６

２１０２５５

５４β８８

５４，７５７

加
帽
帽
呵
酔
四
加
印
哩
巫
印
弱
〃

２
１

１

１７８５

6５９

1０５５０

２０１５１

５５５２７

８５Ａ６５

ﾖ⑥，７

ａ9４７

２，８６８

2０８４１

㎡ l１

Ｕ４

ｑ８

１５

５５５

５１８

2.1

5.6

1.8

L８

Bヨス５２１

２４５ン７０

１８日1６２

４８１卜４０１

８１２６８５

５２２８４６

１５２２１１

１５２２９４

Ｉ２５Ｐ５４

２１ス”５

６２６０５

10邸８８

５５７０４

㎡ 2Ｚ５

６５

５，

１２β

２１L８

８８

４．１

５５

ａ5

5.8

1L9

2o7

1b5

計 ５６２１１８７７ １Duo 5７１５７１ １０ｑｏ １６ｑｌ７６ 1０，， ろう５２０４２４ 1ＤＵＯ
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Ⅶ材積表使用上の注意

1．この立木幹材穣表は．名古屋営林局管内国有林カラマツに適用するものである。

２との立木幹材秋表は．胸高（地上１２米）．直径．および樹高を測定し、幹材瀕を求める

ものである。

ａこの立木幹材賦表は、次式によって求めたものであるが．胸高直径２８．８０．３２．３４．

および３８．４０．４２．４４ｃｍについては･材積曲線によｂ算出した価を５点移動平均法により修

正したものである。

この立木幹材穣表中．胸高直径５０函以上の幹材穣は．「直径４２～５Ｕ函」の資料にも４．この立木幹材極表中．臓局追僅５０函以上の幹材板は．Ｉ直逢４２～５Ｕ函」(Ｉ

とづくものを適用しているので将来との直径資料が収集された時点で再検討を要する。

第２５表

但し． －幹材祇

一騰高直径

一樹高

ｖ
ｄ
ｈ

ｇ
Ｂ
Ｂ

Ｏ
０
０

１
１
１

Ⅷ鋼製担当者氏名および調製年月

調製担当者

計画課長

監査官

主査

補助員

1

農林技官

〃

〃

〃

外志武

定

鱸治

勝

原
内
川
島

篠
竹
早
中

２調製年月

昭和３８年３月

直径級 材積式

４～１０

１２～２０

２２～30

５２～４０

４２～

ｌｏｇＶ－１．８５９２５５１０９．＋ｑ９６１７４５１ｏｇｈ十５．７８２１０７

ｌｏｇＶ－１．９９５２５２１０９．＋ＣＬ９Ｂ６１７５１ｏｇｈ＋５．６０Ｂ２０１

１ｏｇＶ－１８７５２０１１ｏｇｄ＋１．０９４５５５１０８ｈ＋５．６３１８２０

]ＬｏｇＶ－１６Ｂ８４４Ｂｌｏｇｄ＋１，５５４２０アユｏｇｈ＋５．５８２４６７

ｌｏｇＶ－１６４６Ｂ４４ユｏｇｄ＋１２２６５５１１０９ｈ＋５．８１２４７５
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jlノ 第ユ図

-------.名古屋カラマツ

ー長野カラマツ
0,2

幹
〆

￣￣
＝〆

－Ｆ￣
〆切

’

村

秋

0ｍ

ジ

グ

D－６ＬＤＦ

５４ ６ ７ ８ ， 1０ ？T２

樹． 高

㎡

mＯ５

幹

ａＯ４

村

積

UＬＤｇ

、－１０

７３１１，１１１２１３１４顕

樹 高
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１第Ｂ図
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材祇表鬮製業務資料第４８号８４

㎡
叩
５ 第１ｏ図新村積表に対する実測平均材積の適合状態
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材積表調製業務資料第４６号８６

カラマツ立木材稜表 その１

１
－
－
ｊ

Ｆ
－
Ｌ

４ ６ ８ １０ 1２ １４ 1６ 1８ ２０ ２２

２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
５

ＵＯＤ１５

ｑｏｏ２２

ｕＯＯ２９

ｑＯＯ５６

ｑＤＯ４５

ｑＤＯ５Ｄ

ＵＤＯ５７

ＵＯＯ６４

ｑＯＯ７１

ＵＯＤ７８

ｑＯＯ８５

ｑＯＯ９１

ｑＯＯ９８

ｕＯ１０

ＵＤＯ５２

ｑＯＤ４７

ｑＯＤ６２

ＣＬＤＯ７７

００，９２

ｑｏ１１

０，１２

０LＯ１４

ＵＤ１５

ＵＯ１６

ＵＯ１８

ｑＯ１９

ｕＯ２１

ＵＤ２２

ｑＤＯＢＯ

ｕＯ１１

ｑＯ１５

ｑＯ１６

ｑＯ１８

ｕＯ２０

ｑＯ２５

ｑＤ２５

ｑＯ２Ｂ

ＵＤ５０

ＵＤ５５

ｑＯ５５

ＣＬＯ５Ｂ

ｑＯ４０

ｑＯ４２

ＵＯ４５

００４７

ｑＯ４９

ｑＤ１２

ｑＯ１６

ｑｏ２０

ｑｏ２３

ｑＯ２７

ｑｏ５１

ｑＤＳ５

ＵＤ５Ｂ

ｑＯ４２

ｑＯ４６

ＱＯ４９

ＵＤ５３

ｑＤ５７

０ＬＯ６０

ｑＯ６４

ｑＯ６７

ｑＤ７１

ｑＯ７５

0０１７

ｑｏ２ヨ

ＵＯ２８

ＵＤ５４

ｑＤ５１

ＵＤ４５

ＵＤ５０

ＵＤ５６

ｑＯ６１

ｑＯ６７

００７２

ｑＤ７８

ＵＯＢ５

ＵＯ８９

ｑＯ９４

ｕｌＯＯ

ｑｌＤ５

ｑｌｌｌ

qｏ２５

ｑＤ５１

ｑＯ５８

ｑＯ４６

ＵＯ５４

ｑＤ６１

ｑＤ６１

ＵＯ７６

ＵＤ８４

ｑｏ９１

ｑｏ９９

ｕｌＯ６

ｑｌｌ５

ｑｌ２１

ｑｌ２８

ｑｌ５６

Ｕｌ４５

ｑｌ５１

Ｕｌ５８

Ｕｌ６６

ｑｌ７５

ＵｌＢＯ

Ｕｌ８８

ｑＯ４０

ｑＯ５０

ｑＤ６Ｄ

ＵＯ７０

ｑＯＢＯ

ｑＯ８９

ＵＤ９９

ｑｌｏ９

ｕｌｌｌ

ｑｌ２９

Ｕｌ５８

ｑｌ４Ｂ

ｑｌ５８

ｑｌ６８

ｑｌ７７

CＬ１Ｂ７

ｑｌ９７

ｑ２０６

ｑ２１６

Ｕ２２６

Ｕ２３５

ｑ２４５

ｑＤ５１

ｑＤ６５

ＵＯ７６

ｑＤ８８

ｑｌｏ１

ｑｌｌ５

Ｕｌ２６

ｑｌ５８

Ｕｌ５Ｄ

Ｕｌ６５

Ｕｌ７５

ｑｌＢ７

ｑ２ＤＯ

Ｏ２１２

ｑ２２４

ｑ２３７

Ｕ２４９

ｑ２６１

Ｕ２７３

Ｕ２８６

Ｕ２９８

ｑ５１０

ｑ５２２

Ｕ５５４

Ｕ５４７

ＣＬ５５９

Ｕ５７１

ＵＯ６５

ＵＯ７８

ＵＯ９４

ｑｌｏ，

Ｕｌ２４

ｑｌ４０

ｑｌ５５

ｑｌ７Ｄ

ｑｌ８６
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ｑ２１６

ｕ２５１

ｑ２４６

ｑ２６２

Ｕ２７７

u２９２

ｑ５０７

ｑ５２２
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０５６７

ｑ５８５

ｑ５９８

ｑ４１５

ｑ４２８

ｑ４４５

ｑ４５８

ｕｌＯＯ

ＵｌｌＢ

Ｕｌ５６

ｑｌ５５

Ｕｌ７４

ｑｌ９５

ｑ２１５

ｕ２５２

Ｄ２５２

Ｕ２７１

０Ｌ２９１

ｑ５１１

０５５１

０５５２

０５７２

０５９２

ｑ４１５

０Ｌ４５５

Ｕ４５４

ＣＬ４７５

ｑ４９６

Ｕ５１７

ｑ５５８

ｕ５５１

Ｕ５８０



８７カラマツ立木甘積表鋼製説明轡

その２カラマツ立木材稜表（銃）

ｌ１
Ｌ｣
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2４ ２６ ２８ ３０ ５２ ５４ ５６
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０
１
２
３
４
５
６
７
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９
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１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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’
２
２
２
２
２
２
２
２
２
５
５
５
５
５

ＣＬ１１７

ｕｌ５９

Ｕｌ６１

ｑｌＢ５

ｑ２０５

Ｕ２２８

Ｕ２５０

ＤＬ２７５

ｑ２９６

０５２Ｄ

ｕ５４５

０５６７

ｕ５９０

Ｕ４１４

ｑ４５８

DＬ４６２

Ｕ４８６

Ｕ５１０

ｎ５５５

ＵＬ５５１

Ｕ５８５

Ｕ６ＤＢ

ｕ６５５

Ｕ６５Ｂ

Ｕ６Ｂ２

Ｕ７０７

Ｕ７３２

０Ｌ７５７

ｕｌ５６

ｕｌ６１

ＵｌＢ７

ｕ２１２

ｑ２５Ｂ

Ｕ２６４

ｕ２ワ１

ＣＬ５１７

Ｕ５４４

ｕ５７１

Ｕ５９８

Ｕ４２６

Ｕ４５５

ＣＬ４Ｂ１

Ｕ５０９

Ｕ５５７

Ｕ５６５

ｑ５９５

ｑ６２１

ｕ６４９

Ｕ６７８

Ｕ７０６

Ｕフ５５

Ｕ７６４

ｕフワョ

uＢ２２

ｎ８５１

ｑ８８Ｄ

ｕ２０４

ｕ２５５

ｕ２６５

ｕ２９４

Ｕ５２４

ｑ５５５

ＤらＢ７

Ｕ４１９

ｑ４５２

ｑ４８４

Ｕ５１７

ｄＬ５５０

Ｕ５Ｂ４

ｎ６１Ｂ

Ｕ６５２

ＣＬ６Ｂ６

Ｕ７２１

ｕ７５６

ｑ７９１

Ｕ８２６

Ｕ８６２

ｕ８９７

ｕ９５５

Ｕｐ６９

１０，６

１０４２

ｕ２１９

ｕ２５２

ｑ２８６

ｕ５２０

Ｕ５５５

ｕ５９１

ｑ４２Ｂ

ｕ４６４

ｑ５０２

Ｕ５４０

Ｕ５７，

ｑ６１７

ｕ６５７

Ｕ６９７

Ｕ７５７

Ｕﾌﾌﾌ

u８１Ｂ

UＢ６Ｄ

ｕ９Ｏ２

ｑ９４４

ＵＰＢ６

１０２１

１０７２

１．１１６

１．１５，

１２０４

ｕ２５５

Ｕ２７０

ｑ５０Ｂ

Ｕ５４７

Ｕ５８７

Ｕ４２７

Ｕ４６１

ｑ５１１

ｑ５５４

Ｕ５９７

ｑ６４１

Ｕ６Ｂ６

Ｕ７５２

Ｕ７７８

ｑＢ２５

ｑ８７２

ＣＬ９１９

ａ９６Ｂ

１０１７

１．０６６

１１１６

１．１６６

１２１７

１．２６Ｂ

１５２０

１５７２

Ｕ２４８

Ｕ２８Ｂ

ｑ５５０

Ｕ５７３

Ｕ４１Ｂ

Ｕ４６ｓ

Ｕ５１０

ｕ５５フ

ｕ６Ｄ６

ｑ６５５

Ｕ７０５

Ｕ７５プ

ロＢＤＢ

ｑＢ６１

Ｕｌｌ５

ｕ９６１

１０２４

１０７９

１１５５

１１９５

１．２５０

１５０９

lろ６７

１４２７

１．４８７

１５４７

0５９Ｂ

ｑ４４７

ＤＬ４Ｐ７

０５４Ｐ

ｕ６０２

Ｕ６５６

Ｕ７１１

Ｕ７６７

ｑ８２５

ＵＢＢ５

Ｕ９４５

１ＬＯＯ５

１０６４

１．１２６

１１８１

世５５

１５１８

喝8４

１４５０

１５１７

１５８５

１６５５

１７２５

1７９５



材穣表鯛製業務賢料第４６号８８

その３カラマツ立木材積表（続）

５Ｂ ４０ ４２ 4４ ４６ ４８ 5０ ５２ ５４ ５６ 5８ ６０

１
２
５
４
５
６
７
Ｂ
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
５
５
５
５
５
５
５
５

Ｕ４５０

ｑ５Ｄ４

Ｕ５６０

ＵＬ６１７

０６７５

ｑ７５４

ＤＬ７９５

ｑ８５６

ｑ９１９

ｑ９８５

ｌ０４Ｂ

Ｍ１５

１､1８０

１２４７

１．５１６

１５８５

１４５５

１．５２６

１５９８

１６７０

１．７４５

１．８１７

１８１２

１．９６８

２．０４４

['５，３

０５６２

ＤＬ６２５

Ｕ６Ｂ５

ＤＬ７４Ｂ

Ｕ８１５

ｕ８７９

Ｕ９４６

１Ｄ１４

１．０８５

Ｍ５５

１２２４

１．２９５

１５６８

１．４４２

１５１６

１．５９２

１．６６８

１７４５

２５

汐0１

１．９８１

２．０６０

２．１４１

２２２２

ｕ７５６

ｕ８２５

Ｕ８９５

ＤＬ９６６

１．０５９

１．１１２

１bｌＢ６

ｔ２６２

１５５８

１４１５

１４１４

１５７２

１６５２

１．７５５

１．８１５

１８９７

１．９８０

２，６４

２．１４８

２２ろろ

２ｓ１１

２０４０６

Ｕ８５０

ＵｌＯ４

Ｕ９ＢＯ

１・Ｏ５６

Ｍ５４

１２１５

１２９５

１５７４

１．４５６

１０５５８

１.６２５

１７０７

１．７９２

１．８７９

１９６６

２．０５５

２．１４１

２２５１

２ろ２１

２．４１１

２．４９５

２５９５

OＬ９０４

ｑ９８４

１ＬＯ６５

１１４８

１２５１

１Ｂ１５

１．４０１

１４８７

１．５７４

１６６２

１７５２

１８４１

１９５２

２Ｐ２４

２」１６

２２０，

２s、５

２β９７

２．４９２

２β８８

２．６４Ｅ

２．７８２

２．８８［

２１７［

ｑ９７０

１０５６

１．１４５

１b2５１

１．５２０

１．４１１

１５０２

１．５９５

１０６８９

１７８３

１８７９

１９７５

２ｐ７２

２．１７１

２２７０

２５６１

２．４７０

２５７１

２．６７５

Ｚ7７６

２８８０

２１８４

ａＯＢワ

5０１９４

1０５７

１１２９

１．２２２

１０５１６

１０４１２

１.５０１

１６０７

１．７０６

１`８０６

１１０７

2，０，

２．１１２

２２１７

２３２２

２．４２７

２５５４

２.6４２

２．７５０

２８５９

２．９６ﾜ

ﾆＬＤ８０

ａｌ９１

ａ５０４

ろ４１７

１５０４

１．４０４

１．５０６

１．６０１

１.７１４

１０８２０

１．９２６

２．０５４

２．１４５

２.２５５

２５６４

２．４７６

２．５８９

２フ0５

２．８１８

２．，５４

５Ｄ５０

ａｌ６７

ａ２Ｂ６

凸４０４

ａ５２４

５６４４

１３８７

１，４，４

１６０５

１．７１５

１､８２４

１．９５６

２．０５０

２．１６５

２２８１

２る，８

２５１６

２．６５５

２７５５

２８７７

２１９１

３．１２２

ａ２４６

ａ５７０

５．４９６

ａ６２５

ユフ５C

ａ８７Ｅ

1．４７５

１５８７

１．７０２

１．８１８

１９５６

２０５６

２０１７７

２２１８

２Ａ２２

２５４６
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